８　東郷池と浅津温泉
　　　　　　　　　　　温泉については、いずれ項をあらためて説明するとして、ここでは、湖と温泉について概説に
　　　　　　　　　　とどめる。
　　　　　　　　　　　だいたい鳥取県の温泉地は、東から西の海岸線にそって一直線の温泉脈が走っている。両端は、
浅津温泉の発展　　　但馬（兵庫県）の城ノ崎、出雲（島根県）の玉造温泉へと連結しているかのようで、東郷湖温泉
　　　　　　　　　　地点から三朝温泉を経て、作洲（岡山県）湯原温泉へとぬける交叉点が、東郷温泉地域であるこ
　　　　　　　　　　とはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○),前項)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),で)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○○),のべた)が、浅津温泉は、この地域の一部で、さかんに湧出するのは湖心と、むかし鷺
　　　　　　　　　　田ガ鼻といっていた東郷湖西岸デルタのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(とったん),突端)がその源泉地で、湖心の源泉は、すでに藩制時代も
　　　　　　　　　　末の天保１４年に着眼されていたことも、これまた前項に略述したとおりである。浅津の湖岸の
　　　　　　　　　　源泉発見は、明治の末ごろで、そのころは地方農村民の慰安入湯場にすぎなかったが、交通機関
　　　　　　　　　　の発達と、旅館設備の改善とあいまって、漸次観光地として発展の盛況をみるにいたり、現在は、
珍しい温泉部落　　　温泉を利用した福祉施設母来寮（養老院）や、庶民を対象とした保養所湖畔荘も建ち、さらに上・
　　　　　　　　　　下両浅津には、共同温泉や、ほとんどの家庭に個人温泉風呂を設置し、全国でも珍しい温泉部落
　　　　　　　　　　となった。
　　　　　　　　
[image: image1.jpg]— —

SEEBEIR Q HRI

Y2500 23RN g (HET) OE~& H

EIVER PSRN

B ¢ G0 R EROQT Da mamm
B QP [BE”
£ RBRBEER 2« ORIV ol

KO KB4 IR0 R 5 4200 27

R D NEREY S
= EELMERONV L o P
10° R QRBI QIEFIEM L REOKINOP” »1Q 1104 BIREIZIK Q i<
HRER M A48 © 1% SR 5 B4R 5 O 1 4

RERE N VR Q
e CRRIE) 47 ERMEH

2T KEERE " 205 Qi

<R R O HE R -200 0 S8

L0 20

EN TR OQEEY ~iv QA

QR P NEWA” wd

6 4 AT & O E Y R

53





